

















tion and care; ECEC）の質、すなわち、保育2の質を高めるための方策について、OECD










 1  JSPS科研費（課題番号 JP26380943）の助成を受けた。



































































 3  藤村（2010）では「情緒的受容」と表記されていたが、藤村・石（2013）では「情緒的受容性」と
表記されている。
































 5  ホックシールドによって提唱された概念で、「公的に観察可能な表情と身体的表現を作るために行う
感情の管理」を意味する（Hochschild, 1983 石川・室伏訳 2000, p. 7）。共感疲労は感情労働の負の
側面がもたらすものと位置づけられる（e.g., 南，2015）。
























4年制の保育者養成課程または教員養成課程に在籍する 2015年度 A大学 4年次生 90名、
2015年度～2017年度 B大学 3年次・4年次生 128名（4年次の対象者は 3年次には回答して
いない）を対象に、質問紙調査を実施した。このうち、将来の進路希望が保育士または幼稚園



































 7  将来の進路希望の質問形式は後述するが、保育者養成課程の対象者については、保育者志望である
と回答した者を、また、教員養成課程の対象者については、将来の進路希望として「保育士」また
は「幼稚園教諭」を第一希望としている者のみを分析対象とした。




















M（SD） N 最小値 最大値 項目数 α係数
MES（5件法；1–5で得点化）
　他者指向的反応 20.05（2.38） 119 15 25 5 .64
　自己指向的反応 14.00（2.27） 119  5 20 4 .45
　自己指向的反応（SF）注1）  7.83（1.35） 119  2 10 2 　―注2）
　被影響性 17.11（3.57） 119 10 25 5 .75
　視点取得 18.58（2.78） 118 11 25 5 .68
　想像性 18.36（3.49） 118  9 25 5 .70
NTI（5件法；0–4で得点化）
　養育性 19.29（3.39） 117 10 28 7 .76
　愛他性 19.68（3.59） 119  7 28 7 .81
　論理的思考性 17.04（4.21） 119  3 28 7 .75
　気働き 17.66（4.39） 119  1 28 7 .83
　社交性 15.71（5.90） 119  1 28 7 .90









降、本研究、原典の順に、M＝4.01，3.92; t（118）＝2.07, p＜.05）、「被影響性」（M＝3.42, 3.27; 






結果、「養育性」（M＝19.29, 18.18; t（116）＝3.54, p＜.001）、「愛他性」（M＝19.68, 18.85; t（118）
＝2.52, p＜.05）、「論理的思考性」（M＝17.04, 16.05; t（118）＝2.57, p＜.05）においては、本研















































































































































































































































































































































































































































































































































による Quick Cluster）を行った。類似性の高い者を探索的に分類するため、2 から 4のクラ
スタ数を設定して非階層的なクラスタ分析を試み、各クラスタに含まれる対象者数および解釈














他者指向的反応 －0.36（0.95） 　0.54（0.81） 28.92＊＊＊ CL1＜CL2
自己指向的反応（SF）注1） 　0.32（0.73） －0.42（1.15） 17.82＊＊＊ CL1＞CL2
被影響性 　0.36（0.90） －0.48（0.91） 24.75＊＊＊ CL1＞CL2
視点取得 －0.47（0.88） 　0.66（0.75） 53.15＊＊＊ CL1＜CL2
想像性 　0.10（0.96） －0.15（1.05）  1.78　　　
注1） 自己指向的反応（SF）は、木野・鈴木（2016）の短縮版の項目構成による尺度得点。
＊＊＊p＜.001






養育性 18.65（3.47）　69 20.21（3.11）　47 －2.48＊　　
愛他性 18.86（3.77）　69 20.90（2.99）　49 －3.15＊＊　
論理的思考性 16.13（4.28）　69 18.16（3.72）　49 －2.68＊＊　
気働き 16.68（4.62）　69 19.02（3.73）　49 －2.93＊＊　
社交性 14.16（5.89）　69 17.78（5.28）　49 －3.43＊＊＊




















































































内閣府（2017）．新しい経済政策パッケージ（平成 29年 12月 8日閣議決定）https://www5.cao.go.jp/
keizai1/package/package.html（最終閲覧日：2020年 6月 14日）



















The relationship between multidimensional empathy and nursery 
traits regarding female students in the kindergarten and nursery-
school teacher education courses
Kazuyo KINO
Yasuko TAKAHASHI
The purpose of this study was to explore the dimensions of empathy related to aptitude in 
kindergarten and nursery school teachers.  A self-report questionnaire, including the Multidi-
mensional Empathy Scale (MES) and the Nursery Trait Inventory (NTI), was administered to 
119 female undergraduates in the kindergarten and nursery-school teacher education courses. 
MES was constructed with the five subscales; Other-Oriented Emotional Reactivity (OR), Self-
Oriented Emotional Reactivity (SR), Emotional Susceptibility (ES), Perspective Taking (PT), 
and Fantasy (FA).  Correlation analysis revealed that the OR and PT were positively related to 
nurturing, altruistic, logical thinking, and responsiveness scales in NTI.  PT was also positively 
correlated with the sociability and power of action scales, i.e. behavioral forwardness, in NTI. 
On the other hand, SR and ES were negatively related to sociability and power of action scales. 
These results will contribute to future research on compassion fatigue and well-being of kinder-
garten and nursery school teachers.
